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埋設標識シート
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令和5年度　袴田地区配水管布設替工事（1工区）

令和　　年　　月　　日

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

作成月日

工 事 名

鹿児島県　いちき串木野市

令和5年度　袴田地区配水管布設替工事(1工区)

いちき串木野市　袴田・日出町　地内

図　示

平　面　図

全　　2　　葉　　　　　第　　1　　号

※舗装厚は原形復旧とするものとする

袴田地区（1工区）　平面図
S=1:500

配水管布設工　HPPEφ50　L=212.0m、仕切弁設置工φ50×2基、給水件数21件
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配水管布設工　HiVPφ40　L=163.6m、仕切弁設置工φ40×3基、給水件数13件

[赤線-2]

配水管布設工　HPPEφ50　L=117.2m、HiVPφ40　L=11.3m、仕切弁設置工φ50×3基、φ40×1基、給水件数12件
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配水管布設工　HiVPφ40　L=163.6m、HiVPφ25　L=1.0m、仕切弁設置工φ40×3基、給水件数13件
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※ポリ管側インコア付

※既設VSジョイントを取外し、接続すること

（振下・振戻）

（振戻）

（振下）

（振下・振戻）

（振上・振戻）

（振下）

（振戻）

[18]

Ａ

※空気弁設置位置については、監督員と協議すること。

（振下・振戻）

（振上・振戻）
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※新設管に全て切替完了後、施工すること

標準断面図(赤線-3)
S=1：50

新設管HPPEφ50
DP=0.60m

標準断面図(赤線-2)
S=1：50

新設管HiVPφ40
DP=0.60m

標準断面図(赤線-1)
S=1：50

新設管HPPEφ50
DP=0.60m

Hiベンドφ40×11°1/4

異種管用メカ型T字管φ50（P）×φ40（V）

異種管用メカ型T字管φ50（P）×φ40（V）

メカ型曲管φ40×45°（塩ビ管用）

メカ型曲管φ40×45°（塩ビ管用）

異種管用メカ型曲管φ50×45°（P×V）

メカ型曲管φ50×45°（塩ビ管用）

VSジョイントφ50

メカ型曲管φ50×45°（ポリ管用）

PVジョイントφ50

青銅製仕切弁φ50
おねじ付ソケットφ50　インコア付（ポリ管用）

青銅製仕切弁φ50
おねじ付ソケットφ50　インコア付（ポリ管用）

青銅製仕切弁φ50
おねじ付ソケットφ50　インコア付（ポリ管用）

青銅製仕切弁φ50
おねじ付ソケットφ50　インコア付（ポリ管用）

青銅製仕切弁φ50
おねじ付ソケットφ50　インコア付（ポリ管用）

青銅製仕切弁φ40
おねじ付ソケットφ40（塩ビ管用）

青銅製仕切弁φ40
おねじ付ソケットφ40（塩ビ管用）

青銅製仕切弁φ40
おねじ付ソケットφ40（塩ビ管用）

青銅製仕切弁φ40
おねじ付ソケットφ40（塩ビ管用）

サドル付分水栓φ40×φ25（塩ビ管用）
SKX分止水栓用ソケットφ25（塩ビ管用）

Hiエルボφ25

サドル付分水栓φ100×φ50（塩ビ管用）
SKX分止水栓用ソケットφ50　インコア付（ポリ管用）

分水栓キャップφ50

メカ型曲管φ50×45°（ポリ管用）

メカ型曲管φ50×45°（ポリ管用）

EFベンド(両受)φ50×11°1/4

SKXチーズφ50（P）×φ30（V）

Hiエルボφ30

EFベンド(両受)φ50×11°1/4

EFベンド(両受)φ50×45°

※今後の施工を考慮して、L=1.0m以上確保すること

※今後の施工を考慮して、L=1.0m以上確保すること
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E.P.（No.4+13.1)
[赤線-1]

B.P.
[赤線-3]

E.P.（No.2+18.4)
[赤線-3]

MCユニオンφ50（圧着防護）

B.P.
[赤線-2]

E.P.（N.3+13.6)
[赤線-2]

小型空気弁φ20

メカ型曲管φ40×45°（塩ビ管用）

VSジョイントφ40

VSジョイントφ50

メカ型曲管φ50×45°（塩ビ管用）

異種管用メカ型曲管φ50×45°（P×V）

SKXチーズφ40×φ30（塩ビ管用）
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令和　　年　　月　　日

工事箇所

図面種類

縮　　尺

図面番号

作成月日

工 事 名

鹿児島県　いちき串木野市

令和5年度　袴田地区配水管布設替工事(1工区)

いちき串木野市　袴田・日出町　地内

図　示

配管詳細図

全　　2　　葉　　　　　第　　2　　号

※舗装厚は原形復旧とするものとする

袴田地区（1工区）
S=1:250配管詳細図

令和5年度　袴田地区配水管布設替工事（1工区）
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